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　日本植物学会第 81 回大会（2017 年 9 月 , 東京理科大学野田キャンパス）のシンポジウムの中で、
篠村らは「カロテノイド：その多様性と普遍性が切り拓く新展開」と題し、カロテノイドの最先
端の研究についての最新の知見をまとめ報告している 4）。以下に主な内容を列挙する。
⾊素の種類  主な⾊  溶解性  その他  
クロロフィル類 緑  油溶性  光合成に関与する。葉緑体に含まれる  


















・カロテノイドの種類は非常に多く , 原核生物から動物や高等植物までを含む 683 種類の














・これらの研究から , カロテノイドは生物進化の非常に早い段階から , 光をエネルギー源と
　して利用する反応系や , 光を情報媒体として利用する反応系において , 生物が必ず利用し
　てきた化合物分子であるといえるであろう。
・一方 , ヒトや類人猿には , 光とは一見関係がなさそうな脳組織にルテインなどのキサント
　フィル類が蓄積することが報告されている (Erdmanet al., 2015)7）。
・その他にも , ある種のカロテノイドがビタミン A に変換されるのではない機構（ノンプ
　ロビタミン A 活性）で抗癌作用や抗動脈硬化作用を示すことが報告されており , その機
　能は , カロテノイドの「活性酸素の消去作用」, すなわち「抗酸化物質」としての働きに
　よると説明されている（三室ら , 2006 ６）; 宮下 , 20098））。
・抗酸化作用のあるカロテノイドとして最も注目を集めているのはアスタキサンチンであろ
　う。アスタキサンチンはキサントフィル類の一種で , 単細胞性の鞭毛をもつ緑藻の一種で
　ある Haematococcus pluvialis の休眠胞子に蓄積し , 強力な抗酸化活性をもつことがよく
　知られている (Kobayashi et al., 1997)9）。これらの微細藻類やある種のバクテリアなどが
　生合成して蓄積したものを , 生態系のより上位の消費者のエビやカニやサケなどが摂取し
　て鮮やかな赤色やピンク色の色素物質として蓄積する ( 矢澤 ,2009)10）。





































ホウレンソウ ◎緑 ◎緑 ◎緑 × ○緑 ○緑 クロロフィル 
カロテノイド 
アオジソ ◎緑 ◎緑 ◎緑 × ○緑 ○緑 クロロフィル 
カロテノイド 
アカジソ ○緑 ○緑 ◎赤 ◎赤 ○緑 ○緑 アントシアニン 
クロロフィル 
ナス × × ◎赤 ◎赤 × × アントシアニン 
ニンジン ○橙 ○橙 ○橙 × ○橙 ○橙 カロテノイド 
カボチャ ○黄 ○黄 ○黄 × ○黄 ○黄 カロテノイド 







    材料にどのような色素が含まれているのかを推定する根拠として、色素の溶解性に違
いを利用できることが確認できた。 

































































（方法）①ビーカーにニンジンジュース 10ml を入れ、等量の石油ベンジンを加え分配を行う。 
    ②得られた橙色の石油ベンジン層を濃縮乾固する。風通しの良い窓際などに置いてお
けばすぐに乾く。 
    ③残渣を少量の石油ベンジンに溶かし、試験管に濾過する。 
    ④ろ液にわずかに濁る程度までメタノールを加えると、直ちに橙色の沈殿が析出する。 












































    ②抽出液をそのまま試料としてアビセル薄層クロマトグラフィーを行う。 










≪仮説の設定≫ 実験 1 の結果をもとに、赤と青の色の違いの原因を生徒に予想させる。 
（生徒の仮説(例)）赤と青のアジサイの色の違いは pＨの違いによるものではないか？ 
（仮説の検証実験の立案と実施）生徒に自分の仮説を検証するための実験計画を立てさせる。 
（実験例）赤と青のアジサイの花弁の搾り汁の pH を測定する。 




１ ２ ３ 平均値 
青 3.89 3.56 3.77 3.72 
赤 3.65 3.96 3.67 3.76 
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